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2000 年４月１日から 2020 年３月 3１日までに 

循環器内科で心アミロイドーシスの診断を受けられた方へ 

 

臨床研究課題名：心アミロイドーシスに特徴的な心エコー図検査所見の検討 

 

１．この研究を計画した背景 

全身性アミロイドーシスという病気は、血液中の原因たんぱく質がアミロイドと呼ばれ

る複合体に変化してしまい、全身の臓器に沈着し臓器障害を引き起こします。特に、心臓

にアミロイドが沈着することで心臓機能障害が引き起こされるものを、心アミロイドーシ

スと呼んでいます。アミロイドが沈着した心臓ポンプの壁は肥厚を生じ、病気がさらに進

行するとポンプ機能が低下してしまいます。また、様々な脈の病気も伴うことが知られ、

心アミロイドーシスは進行性の治療が難しい心不全を生じてしまうことが知られていま

す。 

心アミロイドーシスを伴う全身性アミロイドーシスとしては、いくつかのタイプが存在

しますが、その中の一つにトランスサイレチンが原因たんぱく質となる全身性アミロイド

ーシスが知られており、遺伝的な背景によって生じる遺伝型（家族性）トランスサイレチ

ン型アミロイドーシスと、加齢とともに病気が生じると考えられる野生型（老人性）トラ

ンスサイレチン型アミロイドーシスがあります。 

心アミロイドーシスは有用な治療方法が少なく、発症してしまうと予後不良と知られま

すが、遺伝型（家族性）トランスサイレチン型アミロイドーシスの治療で使われているタ

ファミジスというお薬が、野生型（老人性）トランスサイレチン型アミロイドーシスによ

る心アミロイドーシスに対しても有用で、生活の質の向上、生命予後の改善につながるこ

とが最近の研究で明らかになりました。その結果を受けて、2019 年 3 月より我が国にお

いても保険償還されることとなりました。 

そのため、治療効果が期待される野生型（老人性）トランスサイレチン型アミロイドー

シスに注目が集まっていますが、心アミロイドーシスの発見の第一手となる心エコー図検

査において、未だ、心アミロイドーシスに特徴的な所見、特に日本人のエコー図検査所見

の特徴やアミロイドーシスの病型診断に有用な所見に関する情報は限られています。 

そこで、今回、我々は国内で心アミロイドーシスの診断で治療を受けておられる患者さ

んを対象に、診断のために受けた心エコー図検査所見に注目し、心アミロイドーシスに特

徴的な所見とトランスサイレチン型アミロイドーシスによる心アミロイドーシスを診断

するのに有用な心エコー図所見を解明するため、この研究を考えました。 

 

２．この研究の目的 

本研究は、２０００年 4 月 1 日から２０２０年３月 3１日までに、心アミロイドーシ

スの診断を受けた 20 歳以上の患者さん（性別は問いません）を対象に、診断のために行

った、心エコー図検査所見を収集し、心アミロイドーシスに特徴的な心エコー図検査所見



およびアミロイドーシスの病型診断に有用な心エコー図検査所見を明らかにすることを

目的としています。 

 

なお、この研究は、名古屋市立大学を基幹施設とする多施設共同研究であり、当院では以 

下の研究者によって実施しています。 

 

研究責任者：熊本大学病院 中央検査部 助教 宇宿弘輝 

研究分担者： 

熊本大学 循環器内科学  教授 辻田賢一 

熊本大学 循環器内科学  助教 高潮征爾 

熊本大学 循環器内科学 臨床研究医 尾池史 

熊本大学 循環器内科学 臨床研究医 森岡真美 

  

 

３． この研究の方法 

心臓組織診断（カテーテルによる心筋生検・組織検査）あるいは理学所見・採血検査所見

などによる臨床診断にて心アミロイドーシスの診断に至った対象患者さんの心エコー図検

査結果を再度確認し、心エコー図検査所見を抽出します。また、対象患者さんの心エコー図

検査を行った時点での情報（年齢・性別・身長・体重・体表面積・血圧・脈拍・調律・心不

全発症からの期間・合併疾患等）とアミロイドーシスに関係した症状や身体所見、採血検査

結果、尿検査結果の情報も抽出します。収集した情報を整理し、アミロイドーシス患者さん

において指摘頻度の高い心エコー図検査所見と、その検査所見に関連が認められる患者さ

ん情報・アミロイドーシスに関連する主要症状や主要所見に関する情報を検討します。最後

に、対象患者さん全体をトランスサイレチン型心アミロイドーシス群と非トランスサイレ

チン型心アミロイドーシス群に分け、指摘頻度の高い心エコー図検査所見を比較すること

で、トランスサイレチン型心アミロイドーシスを診断する上で有用な心エコー図検査所見

を明らかにします。 

 

４．この研究に参加しなくても不利益を受けることはありません。 

この臨床研究への参加はあなたの自由意思によるものです。この臨床研究にあなたの医療情

報を使用することについて、いつでも参加を取りやめることができます。途中で参加をとりや

める場合でも、今後の治療で決して不利益を受けることはありません。 

 

５．あなたのプライバシーに係わる内容は保護されます。 

研究を通じて得られたあなたに係わる記録が学術雑誌や学会で発表されることがあります。

しかし医療情報などは匿名化した番号で管理されるため、得られたデータが報告書などであな

たのデータであると特定されることはありませんので、あなたのプライバシーに関わる情報

（住所・氏名・電話番号など）は保護されます。 

 

６．得られた医学情報の権利および利益相反について 



本研究により予想される利害の衝突はないと考えています。本研究に関わる研究者は「厚生

労働科学研究における利益相反（Conflict of Interest：COI）の管理に関する指針」を遵守し、

研究者の所属機関の規定に従って COI を管理しています。 

 

７．本研究について詳しい情報が欲しい場合の連絡先 

この臨床研究について知りたいことや、ご心配なことがありましたら、遠慮なくご相談くだ

さい。また、この研究にあなたご自身のデータを使用されることを希望されない方は、ご連絡

ください。なお、研究の進捗状況によっては、あなたのデータを取り除くことができない場合

があります。 

 

熊本大学病院 循環器内科  

〒860-8556 熊本県熊本市本荘 1-1-1 

連絡先：096-373-5175 担当医師：宇宿弘輝 

 


